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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

地域活動の目的

事故の発生を予防すること

農業生産や生計を維持できるよう

事故に備えること

地域の営農を守る地域の営農を守る

目的の達成に向けた
地域活動の理想的な進め方

事故の傾向を把握する事故の傾向を把握する

農作業安全活動を推進する
体制を作る

農作業安全活動を推進する
体制を作る

活動を実践する活動を実践する

•事故情報を収集する

•収集した情報を整理して、
事故の傾向を把握する

•地域を率先して引っ張る
リーダーを決める

•リーダーをサポートする
メンバーを決める

•活動目標を決める

•活動手段を決める

「活動を実践する」までの道のりは
長いなぁ･･･
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

まず活動してみようまず活動してみよう

①全国で頻繁に起きている事故から対策しよう
②出来ることからやってみよう

①

②

集中的に事故が起きている
農業機械、農機具は分かっている。

特に注意すべきことを農業者に徹底し、
事故を予防しよう！

事故の予防策には、
様々な手段がある。

座談会で安全の話題を盛り込むなど、
簡単なことからやってみよう！

&１章の内容

事故の傾向を把握する事故の傾向を把握する

農作業安全活動を推進する
体制を作る

農作業安全活動を推進する
体制を作る

最初の２つは
置いておいて･･･

事故の傾向を把握する事故の傾向を把握する

農作業安全活動を推進する
体制を作る

農作業安全活動を推進する
体制を作る

最初の２つは
置いておいて･･･
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まずやってみよう！まずやってみよう！
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農機に係る死亡事故

乗用トラクターの死亡事故原因

集中的に死亡事故が起きている
農業機械は何か？①

平成１６年～２０年の死亡事故件数を元に

【農林水産省 農作業死亡事故調査より】

内訳を見ると

歩
行

ト
ラ
ク
タ
ー

運
搬
機

死亡事故の47％

ｺﾝﾊﾞｲﾝ
防除機 刈払機

そ
の
他

機械の転落･転倒が約７割

転
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転
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５ページの
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

安全キャブ・フレームのあるトラクターを使用し、
シートベルト着用を徹底しよう！

＋

安全キャブ・フレームのあるトラクターを使用し、
シートベルト着用を徹底しよう！

＋

乗用トラクターについて
特に注意すべきこととは何か？

作業環境を確認し、危険性に配慮しよう！

作業機を下げて、傾斜に対して
直角の向きで入退出しよう。

危険が潜む場所は草刈り
で見通しをよくしよう。

ブレーキペダルの連結を確認しよう！

作業が終わったら、昇降路を上がる前にブレーキ連結ロックをかけよう。

※ 安全キャブ・フレームありの死亡事故（７件）についてみると、

うち５件はシートベルト未着用（推定を含む）。

安全キャブ・フレームの有無による事故割合

［都道府県事故情報（平成22年4月から9月まで）詳細分析結果］

死亡事故

負傷事故24件
(96%)

7件
(50%)

7件※

(50%)

1件(4%)

①
５ページの
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まずやってみよう！まずやってみよう！
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集中的に事故が起きている
農業機械、農機具は何か？

％
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鎌 脚
立
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ご

上位６機種で59.1％

上位３機種で61.3％

＜農業機械の事故件数＞

＜手具・用具の事故件数＞

【平成12年度 日本農村医学会 全共連委託研究による実態調査より】

平成１２年度１道８県での農作業事故約1万件の分析結果を元に

①
５ページの
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

特に注意すべきこととは何か？

不安定な姿勢
（41.6%）

周辺環境
（20.5%）

①常に安定な姿勢を保つ
②スパイクのついた安全靴
③急斜面では階段を設置
④危ないところは手刈り

第１に

回転
（16.8%）

他人（8.7%）

バック押しつけ
（26.2%）

バック巻き込まれ
（26.2%）

バック注意
後ろに何かないか確認！

転落･転倒･積み降ろし
（23.8%）

機体
（11.9%）

①石や空き缶の除去
②つたや木の枝などの除去

防護の徹底

他人は近づけるな

周囲の環境注意
（道路、圃場、足場など）

機体の各部は刃物！

第２に

第４に

第３に

第１に

第２に

第３に

刈
払
機

耕
う
ん
機

例えば、刈払機、耕うん機の事故様態分析結果を元に

【富山県における事故（2000年～2009年） 富山県農村医学研究会】

①
５ページの
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

特に注意すべきことを
農業者に徹底するには？

座談会での話題提供

啓発資材の活用

講習会の活用

座談会で安全の

話題を出そう

自治体やＪＡから配布される

チラシ、パンフレット等を

活用しよう

自治体やＪＡが開催する

講習会への参加を促そう

歩行トラクターは、
後進時の事故が多いよ。
似たような経験はある？

先週危ない目に遭った
ばかりだよ！

気を付けないといけないね。

先月配られたチラシに
刈払機の「チェックリスト」

が載っていたよ。
やってみた？

見逃してたなぁ。
次回の座談会で

みんなでやってみようか。

来月、安全講習会が
公民館で開催されるよ。
都合が良ければ

一緒に行かないか？

一度も行ったことないけど、
時間は取れそうだし、
行ってみるか！

安全について対話しよう！
安全イベントに参加しよう！

日常のコミュニケーションの中で、
「安全」についての対話を
増やすことを意識してみよう！

日常のコミュニケーションの中で、
「安全」についての対話を

増やすことを意識してみよう！

②
５ページの
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

どうやって情報を
集めるんだろう

データ整理は
骨が折れそうだなぁ

事故情報を集めてみよう事故情報を集めてみよう

まずは座談会で事故やヒヤリ･ハットの経験を話し合い、
身の回りで起きていることを知ろう

まずは座談会で事故やヒヤリ･ハットの経験を話し合い、
身の回りで起きていることを知ろう

自治体やＪＡから、事故情報を提供してもらおう自治体やＪＡから、事故情報を提供してもらおう

事故情報を元に、身の周りの危険な場所、
危険な行動を調べて、事故の原因を探り出そう

事故情報を元に、身の周りの危険な場所、
危険な行動を調べて、事故の原因を探り出そう

アンケート調査などを行い、事故情報を幅広く集めようアンケート調査などを行い、事故情報を幅広く集めよう

まずやってみよう

&２章の内容

出来ることから
スタート！

５ページで置いておいた
２つを見てみよう

事故の傾向を把握する事故の傾向を把握する

活動の成果を
高めるカギ！

農作業安全活動を推進する
体制を作る

農作業安全活動を推進する
体制を作る
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まずやってみよう！まずやってみよう！
 

 

体制を作ってみよう体制を作ってみよう

体制作りって
大変そうだなぁ

リーダーにふさわしい
人はいるかなぁ

まずは自分たちの地域の長に、
暫定的なリーダーになってもらおう

まずは自分たちの地域の長に、
暫定的なリーダーになってもらおう

農機具や農作業に詳しい人を
リーダーのサポート役として指名しよう

農機具や農作業に詳しい人を
リーダーのサポート役として指名しよう

必要に応じて、地域の長以外の人から
改めてリーダーを選定しなおそう

必要に応じて、地域の長以外の人から
改めてリーダーを選定しなおそう

自治体やＪＡの職員にも
サポート役として加わってもらおう

自治体やＪＡの職員にも
サポート役として加わってもらおう

まずやってみよう

&３章の内容

出来ることから
スタート！

農作業安全活動を推進する
体制を作る

農作業安全活動を推進する
体制を作る

事故の傾向を把握する事故の傾向を把握する
５ページで置いておいた
２つを見てみよう
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本マニュアルでは、各地域の指導者のみなさんにとにかく行動を起こして欲しい、とい

う思いから、4ページに示した「理想的な地域活動の進め方」の最後のステップである『活

動を実践しよう』のパートからスタートしています。 

 

 

１．地域活動の実践 

農業者一人ひとりに安全を更に意識してもらい、これまでの習慣や身の回りの

環境を改めて見直してもらうために、どんな活動をしたらいいか考えよう。 

 

２．農作業事故の傾向把握 

自分たちの地域で、どれくらいの数の事故が発生しているのか、どのような事

故が数多く発生しているのか、調べてみよう。 

 

３．推進･協力体制づくり 

地域で農作業安全活動を盛り上げていくために、どんな体制･メンバーで取り

組んだらいいか考えよう。 

 

４．地域活動の管理 

地域活動を実効的･継続的に推進するための管理のポイントをおさえよう。 

 

 

５．モデル地域の活動紹介 

自治体、ＪＡ、小集団が、どのように農作業安全に取り組んでいるのか、参考

にしてみよう。 

本マニュアルの構成 
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■マニュアルの読み方 

このマニュアルは、自治体、ＪＡ、集落組織、専門部会など、さまざまな組織･団体の方

に読んでいただくことを想定していますが、それぞれの組織･団体が主体的に取り組むべき

活動内容はさまざまです。 

本マニュアルの見出しには、次のような表示を付して、主に、誰に読んでいただきたい

内容であるかを示します。 

 

＜読み手のマーク＞ 

& 共通 ：全ての組織･団体の方に読んでいただきたい内容 

 

& 自治体・ＪＡ ：主に、自治体やＪＡの方に読んでいただきたい内容 

 

& 小集団 ：主に、集落･部会など、小集団の方に読んでいただきたい内容 

 
 
 

■モデル地域の参考事例 

本マニュアルの作成にあたって、農作業安全に取り組んでいる／取り組もうとしている

団体や自治体を「モデル地域」として募集し、各モデル地域の活動（68 ページ～）を参考

にしています。 

以下のマークは、本マニュアルの記載内容に関連する取り組みを行っているモデル地域

を示しています。 

 

 

 

 参考事例 ５．●．・・・ 
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都道府県下の農作業安全の活動主体と、本マニュアルに表示する「読み手」のマークは、

次のような関係になっています。 

 

 

  
活動主体によって取り組み･活動の内容は異なりますが、いずれの階層においても、取り

組みの目的は農業者個人（『個人』においては自分自身）の事故防止であるといえます。そ

のような共通の目的の達成に向けて、自治体、ＪＡ、生産組合など、さまざまな組織･団体

がお互いに協力し合いながら、効率的に進めていくことがポイントです。 

 

都道府県

市町村、ＪＡ

集落、生産組合、
専門部会、協議会

家族（親戚）

個人

" 共通

" 自治体･ＪＡ

" 小集団

＜活動主体＞＜読み手のマーク＞

 

活動主体のつながり 
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